
日経平均に「日本版ナスダック」の特徴
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（出所) 市場実績にもとづく分析より作成

「円建てナスダック100」との高い連動性は、AI・半導体色の濃い日経平均に強い追い風となる。ナス
ダック高が続けば、内外マネーは値がさテック株へ向かい、日経平均は一段高を試しやすい地合いとなる。



ナスダック100指数の半導体系主力銘柄（指数寄与度上位10銘柄）

＃ ﾃｨｯｶｰ 銘柄名
時価総額

(10億ドル)

半導体業種

（サブセクター）

４月初来

騰落率

1 NVDA エヌビディア 5,260 AI半導体・GPU 25.1%

2 AVGO ブロードコム 1,980 AI ASIC・通信半導体 35.1%

3 MU マイクロン・テクノロジー 592 メモリー半導体 55.2%

4 AMD AMD 546 CPU・GPU 64.3%

5 ASML ASML 548 露光装置 8.5%

6 INTC インテル 427 CPU・ファウンドリー 92.6%

7 LRCX ラムリサーチ 324 半導体製造装置 21.5%

8 AMAT アプライド・マテリアルズ 320 半導体製造装置 18.5%

9 TXN テキサス・インスツルメンツ 245 アナログ半導体 38.8%

10 ARM アーム・ホールディングス 229 半導体IP・CPU設計 42.7%

ナスダックの半導体系主力銘柄トップ10

2
（出所) 各種の市場情報と市場実績より作成（4月27日）



データセンター需要は成長トレンド続く

3
（出所) Dell’Oro Group「Data Center Capex Forecast」 (2025–2026 update)より作成

2030年には1.7兆ドル
（約270兆円）に伸び
2022年実績の4.9倍に

4月20日 ― モルガン・スタンレーは、自律性を増す人工知能（AI）が中
央演算装置（CPU）への需要を押し上げ、データセンターの構築のあり方
を変え、これまでAIブームの中心だった画像処理用半導体（GPU）以外
にも投資対象を広げる可能性があると指摘した。同社は「AIが生成から
自律的な行動へ移行するにつれて、コンピューティング上のボトルネック
はCPUとメモリーへ移りつつあり、汎用コンピューティングの処理強度を
一段と高める構造変化をもたらしている」と述べた（ロイター）



2026年第1Qの決算発表見通しは概して好調
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（出所) I/B/E/S（LSEG）による集計平均より作成（4月24日時点）
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S&P500構成銘柄
のうち139社発表



トランプ政権下の「春の株価乱高下」はデジャブ？

5
（出所) 市場実績にもとづく分析より作成（2026年4月24日）

“History doesn’t repeat itself, but it often rhymes.”

（歴史は繰り返さないが、しばしば韻を踏む）

ーマーク・トウェイン（米国の作家）

2017年 +19.4%

2018年 -6.2%

2019年 +28.9%

2020年 +16.3%

2025年 +16.4%
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